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設定課題 4.霊長類 の系統 ･種分















































































































































天野 栄子 (東医大 )
ヒト組械適合性抗原(liLA)とサル粗相適合性
抗原 (MLA)との只同,特に共通抗原の検軒,サ
ルの免疫にj:る抗【ILA血約の作臥 MLAの分塀
を目的として以下の実験を行った｡
方法は21頭のサル及びヒト末梢血リンパ球を前
回の共同研究で作製した同種又は異種免疫サル血
清59種,及びヒト由来の抗HLA血清と,NIH
法細胞毒性試験で反応させ,その結果を東北大学
医療短大田村助教授の協力を得て,相関係数と包
含係数を求めて推計学的解析を行った｡
その結果,ヒト由来の抗HLA血掛 こ対するサ
ルリンパ球の反応は,抗血清中の自然抗体のため
に解析不可能で,Hl-Aとの共通性を見出し得な
かった｡しかしサルリンパ球とサル同種免疫血清
の反応では,相関係数05以上のクラスターが8-
4佃得られ, これをal～d4とした｡サルをヒト白
血球で免疫した血Wlとの反応でも7個のクラスタ
ーが得られ,これを61-Pとした｡次にすべての
抗血掛 こよって検出されるリンパ球抗原に対して
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